


 

11:00～11:30 実験①「微生物を顕微鏡で観察してみよう」 

  （10 分休憩） 

11:40～12:20  実験②「微生物をゆっくりと凍結してみよう」 

12:20～13:20 昼食、休憩（大学食堂） 

13:20～14:10  実験③「微生物を急速に凍結してみよう」 

       （10 分休憩） 

14:20～15:10 実験④「凍結した微生物が生きているか確認してみよう」 

  （10 分休憩） 

15:20～16:20 研究室見学 

16:20～16:40 修了式（未来博士号の授与，アンケート記入） 

16:40  解散 

 

出来るだけ、参加者が実験装置を触る時間を増やすために、講義を 30 分と出来るだけ短くした。それにもか

かわらず、ほとんど全ての参加者が休憩時間も観察や実験に取り組んでおり、楽しんでもらえたようであった。 

また、参加者を、6班に分け、各班に担当のアルバイト学生を付け、昼食もこちらで用意した弁当を一緒に食

べてもらうことで、話しや質問をしやすい環境を作ることに努めた。残念ではあるが、新型コロナウィルス感染

予防の観点から、県外在住者には申込をご遠慮いただくと共に、飲食を伴うクッキータイムやディスカッション

は省略した。 

 

・協力体制 

研究支援係には、各種メディアへの連絡および保険加入を担当いただいた。また、生物実験室における実験

器材のセットアップには、技術職員（武田）に協力いただいた。 

 

・広報活動 

県内の高校へ直接連絡し、ポスターを郵送配布し、掲示をお願いした。市内中学校へは、上田市学園都市推

進室を通して、各クラスにポスター掲示をお願いした。長野県高等学校科学協会の事務局へ、メールにてポス

ター送り、紹介をお願いした。さらに、信濃毎日新聞、毎日新聞長野版、東信ジャーナルに募集案内を掲載し

ていただいた。 

 

・安全配慮 

本プログラムでは液体窒素を扱うことから、保護メガネおよびディスポーサブルの白衣、手袋を用意し、実験

中は参加者に着用させた。また、万が一に備えて、参加者を賠償、障害・旅行保険に加入させた。 

 

・今後の発展性・課題 

凍結解凍後の生死判定のしやすさから、凍結する対象は、遊泳する微生物が適していると考えている。しか

し、今回用いたクラミドモナスは、解凍後再び遊泳を始めるまでに 1日程度かかるため、プログラム内で自分

たちが凍結解凍したクラミドモナスが遊泳する様子はほとんど見られなかった。今後は、参加者がその場で実

験の成否を実感できるように、対象とする微生物の変更も含め、凍結条件を検討し解凍直後から遊泳するよう

にプログラムを改良したい。 

 


